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（先生たちと握手） （挨拶する児童会代表）

向井喜久子先生（退職） 加藤 寛子先生（諸福小学校から）

幸谷 友子先生（退職）《養護教諭》 井上 直先生（住道南小学校から）《養護教諭》

光野 文子先生（退職）《介助員》 馬場 裕規先生（新規採用）

中谷 求 先生（深野小学校へ） 名窪亜沙子先生（新規採用）

辻本 民江先生（諸福小学校へ） 笹山 真穂先生（新規採用）

柴田 洋二先生（島根県益田市立吉田小学校へ） 田中 理佐先生（新規採用）《主事》

新崎 雄祐先生（諸福小学校へ） 宿利原めぐみ先生（新規採用）《介助員》

中馬 親子先生（枚方市立田口山小学校へ）

有馬 真弓先生（深野小学校へ）

古高 兼子先生（泉小学校へ）《主事》

九
十
四
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た

四
月
七
日

新
入
生
を
待
ち
望
ん
で
い
た
か
の
よ

う
に
桜
の
花
が
満
開
の
中
、
九
十
四
名
の
新
一
年
生
が

入
学
し
ま
し
た
。
新
一
年
生
の
皆
さ
ん
と
は
、
「あ
い
さ

つ
の
で
き
る
子
」「な
か
よ
く
す
る
子
」「は
な
し
を
よ
く

き
く
子
」の
三
つ
の
約
束
を
し
ま
し
た
。
児
童
会
を
代
表

し
て
六
年
生
の
村
田
春
樹
君
が
「分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
ら
何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
一
年
生
に
優

し
く
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

九
十
四
名
の
新
入
生
を
合
わ
せ
全
校
生
徒
は
、

七
百
二
十
一
名
に
な
り
ま
し
た
。



- 2 -

１年 1組 中元美智恵 ２組 山本美洋子 ３組 藤原 純子

２年 １組 澤井 秀子 ２組 金谷 信昭 ３組 谷川 繁子

３年 １組 上山真弓美 ２組 名窪亜沙子 ３組 平井 恵子

４年 １組 竹村 令子 ２組 馬場 裕規 ３組 加藤 寛子 ４組 吉田 文子

５年 １組 齊藤 翔太 ２組 村上 睦巳 ３組 西田 治 ４組 佐川 真希

６年 １組 荒石 貴司 ２組 植木 聖子 ３組 孝忠千鶴子 ４組 高田健太郎

支 援 学 級 児島 正則 豊川真智子 杉野 洋子 石川 赫子 宿利原めぐみ（介助員）

音 楽 高橋三千代 家 庭 科 畑中 久代

少人数指導 笹山 真穂（５年算数） 前島真貴子（６年算数） 日本語指導教室（未定）

図 書 長屋 文子 サポート教室 谷田美知子

栄 養 士 前地 栄子 保健室 井上 直 竹内由貴子

事 務 白髭 一枝 田中理佐

校 務 員 吉岡 時夫 明谷 君代

学校管理員 中口 光男 中川 久之

教 務 藤野 博史 教 頭 生駒 吉美 校 長 富岡 秀隆

「豊かな心を持ち、自ら学び、たくましく生きる力を身につける子どもの育成」

豊 か な 子

めざす子ども像 正 し い 子

強 い 子

南校舎の３階に掲げられていました「元気・根気・勇気・本気・活気」の幕を昨年度末に写

真のように「早寝・早起き・朝ご飯」に新調いたしました。生活習慣の基本となる「早寝・早

起き・朝ご飯」は、学習意欲につながり知識の定着にも大きな影響を及ぼします。各ご家庭

でのご協力をお願いいたします。「元気・根気・勇気・本気・活気」の幕はなくなりましたが、

その精神を子ども達の教育のあらゆる場面で生かしていきたいと思っています。

本
年
度
は
、
学
校
教

育
目
標
・
め
ざ
す
子

ど
も

像

の
実

現

に

向
け
、
「
進
ん
で
あ

い
さ

つ
の
で
き

る

子
」
「
友
達
を
大
切

に
し
優
し
い
言
葉
づ

か
い
の
で
き
る
子
」

「
規
則
正
し
い
生
活

を

し
元
気
に
登

校

す
る
子
」
を
重
点
に

教
育
を
進
め
て
い

き
ま
す
。


